


第1図地帯別トウモロコシ作付面積の割合の推移
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出所：「中国統計年鑑」各年度版

第1図からわかるように、 トウモロコシ作付面積の割合の変動が最も激しいのは東北地

域であり、華北地域では1992年を境に一貫して増加傾向にある。作付面積が最も減少した

地域は西南地域であり、 西北地域が一番安定的であることが窺える。華東と中南地域にお

いては小幅な変動を繰り返しながら、 ほぼ1985年の作付面積を保っている。

第2図地帯別トウモロコシ生産量の割合の推移
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出所：「中国統計年鑑」各年度版
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ウモロコシの需要量が低下していることを意味してはいない。

第3図 地域別平均単収の推移
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出所：「中国統計年鑑」各年度版

経済発展に伴う所得上昇が、 食生活の多様化・高級化、 特に畜産物の需要の拡大をもた

これがさらにトウモロコシを主体とする飼料穀物の需要増を生み出している。らし、

第4図中国のトウモロコシ消費の推移
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出所： USDA "PS&D View" : July 2001 

第4図には、 中国におけるトウモロコシ消費の推移が示されている。 これによると、 国

内総消費は一 貫して増加しているものの、 中でも主食用消費は1977年をピー クに低下傾
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いずれにしろ、 中国政府による政策によって、 需給の行方は大きく変化する。 食糧問題
から飼料問題に転換しつつある中国のトウモロコシの需給動向を、 今後も注意深く見守っ
ていくことが必要であろう。

注 1 : 増井 好男(1995年）「
‘‘

地大物博
”

の名に恥じない中国の自然と農業」農山漁村文化協会『い

ま、 中国を知りたい』現代農業増刊， 63ページ。

注2: 六つの地域区分

東北：遼寧、 吉林、 黒龍江
華北：北京、 天津、 河北、 山西、 内蒙古

華東：上海、 江蘇、 浙江、 安徽、 福建、 江西、 山東
中南：河南、 湖北、 湖南、 広東、 広西、 海南
西南：重慶、 四川、貴）、卜1、 雲南、 チベット
西北：映西、 甘粛、 青海、 寧夏、 新腫

注3 : 食糧は米、小麦、トウモロコシ等雑穀の他に、 豆類とイモ類も含まれている。 ただ

し、イモは重量の5分の1を食糧として換算する。

注4: 「粗糧」は米、小麦以外の「食糧」を指す。

注5: 「細糧」は米、小麦を指す。

注6 : 劉志澄主編 今村奈良臣監修 管沼圭輔訳(1991年）『中国食糧需給の分析と予測』農山漁村文

化協会， 308ページ。
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